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1975年 12月15日：拡大自治懇；「大学院関係

諸規定改正案等」について

討議。

1976~ 2月27日：理学部事務室封鎖さるJ教

養部構内での入試に関連し

て｝

6月 88 ：「大学院に関する諸規定の

改正」 評諺会で決定さる。

7月20日：教養部の「大学院総合科学

研究科構想」について，教

養支部をよび理支部教官部

会で懇談会。

6月～ ：北部図書舘構想の検討進む。

10月21日 評議員選挙

参考投票，林倒，加藤勝，

香月，山口，田中個教授

の順。

協議会，教授会で林教授に

決定。

理学部教育を考える

編集まえがき

「評論J(f)本号！1:，愚近学生・教職員の間で話題に

左旬つつある本学部の教育の現状に対する関心や批

判を特集することにし宍。学科分審制度2を理署し，教

務委員会が学部F・教科をj止めるとい奇弁式を採勺
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て以来約7年が経った。 ζの方式位当初から見ると

変化してきた部分が少左〈左いが，大筋にないては

上記の方式が続いていると云えよ号。その当否陀つ

いては当初11• h様々な意見があ「たが，との時期に

あたり，本「評論Jとしても，－fjf，，理学部教育の

現状を如何に見るべきかにつhて，学部構ij£員に問

題提起すべきであると考える。

そ乙で各系から 1.2名の教官陀依頼してその自由

念意見を書いていただいた。すべて個人の立場で訟

書き頼ったのであるが，その内容には多〈の人達κ
考えさせるものを含んでいると思われる。折しも大

学院制度の改訂や教養部の大学院様想が具体化しつ

つある時でもあ句，理学部教育(f)将来，ひいては大

学のあ旬方を考える手掛句と念れば幸いである。

f理支部，教官部会世話人会）

理学笥敬育のー断面

一一経験と学習一一

化学教室速水醇一部

昭和44年現行教科課程が生まれて以来八年を緩

よ巧とし，すでに大学院博士課程終了者も現行学部

課程修了者に£って占められつつあります。との問

我Aが学んだ経験を出し合ってより主き大学教育

をさぐる手がか旬のーっとして話題を提供致すとと

とし，諸学児のお、求めもあ勺て一文を草するζ とと

致しをした。

本小文は私(Tl狭い経験の『ちでも特K化学系教科

の履習者と接する左かから得て来た経験と感想を連

ねた極めて私的念印象であって，共に働いている諸

先亀諸学兄れ合意を得たものでは念〈，文責財す

べて私個人にある乙とを御承知の司えでな読みいた

だきた〈息司次第であります。

1）現行課程の基底と現状

現行課程の穣底にある考え方は，教育の主体は学

生であって教官は自立的，自発的左学習意欲に燃え

る学生を助ける存在であるとの認識である。
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また制度的陀は，理学郁教育を独自の教育体系を

持つ独立学科教育わゆるい綜合体として考える立場

かへ統合され有機的念相E関連を持づ理学郡の一

本化した教科組織を追究する立場に変ったのも重要

な変化であった。

方法論的陀は必修制による強制の廃止土単位調整

による学生の負担軽減を手段と干し，学習の場にある

ものれ不断の繋彊と棺互研讃を前提条件とするもの

であ司プヒ．

新課程に移行するに際して“化学科”が行司た変

掌の一つは棲端念実験の重視からその軽減へ向った

ものであh をた将来の化学専攻学生以外の学生に

対する学生実験♂門戸開放であ勺た。乙の変化にも

係らず“化学実験” fFl～F4】は尚学習の基縫単

位として機能しているよ停に恩われ，その重要性を

指摘するととができよ句。

主として化学を修める学生伊丹ち上位(1)学生の表

委は旧課程学生に劣るととは左.＜；，却って伝統的左

化学分野の専攻考にないで針筆法，量子力制鴎害事の

履習者も珍し〈乏し現行線程れ積極面がみられる。

一方履習内容の現実への適用，応用詑為特に自己

れ専攻と綾れた分妻子の＝警の活用能力に水単低下が

勺かがわれるほか実験の方法書面と技術的工夫の饗視

が見九れる。

また境界領填ぎ向の学生に対する対処には問題が

生じている様にも見られる。す念わち物性分野志向

σ古学生に“化学教科”れ未履習者が見られ，旧課程

学生よ旬却唱で“7化学げの集委が低下し，言た生化

学志向の学生れ物理化学索差れ低下がみられるよ句

史恩われる。事するに境界領域志向の平均的学生

花対して関連分妻子の教育を体系的犯行句努力陀位改

善F・余地があろ九

現課程は，有能念学生が精神的経繕を離れて白か

らの発達過容を把握しつつ自律的にあるいはゆ止

”を袴らあるいは善行的修業を自·~vc親しつつ学ぶ

場として一つの解答と念旬得る。特vc多様化社会加

問題に対応するプログェタトマネージャー叉はマル

チメディ？の人として機能する便直化し理tV'¥視野の

持主を育てる基盤としては極めて有望念可能性を秘

めている。

一方高等普蓮義育示場止して，不均的E力の持主
の稽在力を最大限K引き出し，発簿さ草る集中した
. ~·・ 4 ・

“訓練”の場と在る機能は，本来現課程と矛盾する

ものではあり得左いがこの可能性は尚始Aど追究さ

れてい念n主弓陀思える。乙の原因は後述する三つ

の側面に求めるととができよ句。

2）教育課程の制度としての問題点：

現行線寝は単位制摩の枠組みの中で学生れ負担軽

減を図勺たため？旧謀容の厳しさに対して明らかに

「卒多し易いJシステムを採用した結果を招いてい

る乙とは否めない。従って努力した結果として必要

単位量生を得て卒業するのでは念〈，本業必要単位数

を愈少の努力で揃え，乙れを超えるオプシヨンを，

如何に還Aで学生生活を送るかと云巧対応が随所に

見られるに至勺ている。

乙わ章表果として，開練教科の受講考の相当数が「

単位を必要とせaJ 無責任左傍観者として教場K臨
む風潮があ H，共同作業としての教場の意欲を害す

るだけで乏し安易に受騰の中途放棄が行われる現

実を作句出Lてνずる。

1きたいも早〈凶年一貫方式を唱え念がら前期二年

聞の教育と後期二年聞の教育の整合性を追究する試

ろみが図書量であ勺たため，多＜ (Tl・学生にとっては三

回生段階での専門化が急で，寝習の重荷も三回生時

期vc集中する事実は改善されてい念柄。教養部諸先

叢，諸学児と一体K念った努力が実を結ぶ目が待た

れる。

3）学生の側に見られる問題点 Z

修めて俗念言い方をすると“手F・動か念い”学生

が~＜念『て来たζ とは事雪辱である。実験法，実験

技術を軽視し自発的に方法論を学習し体得する意欲

の低下がみhれるだけで念〈生活わ場に公ける常識

の経併と無智は否定し般い．乙れことは学生実験に

念ける教官の負担の矯大を来し，実習時間の軽濃と

一空ー
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履習者の減少があるκも係匹、ず教官側の負担はむし
ろ婚大気味でさえある司えに学生の有効実習時聞を

箸るし〈減殺している。

一方練習と訓練れ敬遠の風潮があh 自発的念演

習サークル等の活動も活発とは云えず前述した現実

への対応能力を低める結果を生んでいる．すでに現

課程の線本前提F・再考をさえ丹念がす鎌相を生みつ

つあると云えよ令。

4.）教官側の問題点

現教科線程に移行後，講義主；－,tび実験κ多〈の新
らしい震るみが行念われた乙とは事実である．

問越は教科聞の相互関連と担当者の選定に表れる

教科書宇の体系性と連続性の保証が充分に行われたと

云え念い面にある。さらに経験に学んで現場にフィ

ードバヲクする機能の組織的保証が充分で念〈，責

任の所在を定め鍵f在っていた一面がある。幸いに

との欠陥はよく臨検され，現行課程の長所を生かし

つつa善措置が途陀つ加ている乙とは喜ほしいζ と
である。

教官側の抱える大き左問題点は，教官が専門外の

用務にコミ 7 トせざるを得ぬ場があま旬にも多〈念

り，大学院教育，研究の責務とからAで学部教育に

専念する余裕を失っているととにもある。本郊の非

現重量公的機関ヵ・強術面(Tl専門職の養litを怠ゥて来た

ととが困難を招いた大き念理由であるがζの問題の

解決には多大の回数と努力を必要としよ句。

5）学部教育改善の方向性：

現行藤容が発足したとき，我hば明らかに乙れを

一つの試行として捉え，経験の集積と，そのヌィー

ドパヲクによる多〈の修正が必事念乙とを認識して

いた．

現行謀容が持つ可能性を充分に追究する乙と左〈

新た在方向性を性急に定め，或いは旧課穆への復帰

を安易に考えるととが更に混乱を招〈乙とは明らか

である。我々が・＼・：をFふととは理学部教科の統一的

念把掻止そd円以吟を含めた凍続性を保証｛ゐ乙とで

あ勺て，理学部教務委員会の果す役割は重要である。

昭和44年その燭熟期を迎えよ巧としていた高度

成長期わ日本社会を背景に成立した現教科線程科

大き〈変化しつつある本郊の条件と如何に整合する

か，乙れは主主ーが避けて通るととのでき念い問題で

ある句。

種蒔の形で教育に係わる個h人が自からの経験を

出し合同経験陀学んで， I旬主き教育を考えるζ

ととそ現行課程の萎底であったととに患いを象し，

御批判k御教示を厨司て小文を終えるζ ととしたν、．

物理の教育について思うこと

物理学第2教室小林農作

理学部の教育が新しい形式に変ゥてからか走”の

経験が積れてきているので畳近種々の立場でいろい

ろの角度から論ぜられている。したがって乙乙では

一敏勝を展開するζ とはやめて物理のー教官として

日頃感じていることに限る句。

とこで書命じたい点は二点である。第一は特殊念分

科への学生の過度の集中である。 f乙』に勿検物還

への集中を意識している】第二は物理の教科内容が

課演，謀研を含めて現状でよいかど今かである。

まず第ーの問題から始めよ九京大摩学審Eで民学

科の枠をはずして各学科の定員を合せた設だけ入猷

によ旬学生を入学させている。一番学生の集中をき

ける簡単在方法は，予め学科別に学生を入学ぎぜる

ととであ句，所謂10大学の多〈で乙の方さきが採用さ

れて加る。私は，高修生段階で基礎的念自然科学を

志望するとい号以上に自介の将来の志望を規定させ

るのは無理であると来えるので，京大方式が£いと

思句。も勺と広〈理工系として入学させる東大小よ

丹念行き方もあるが，現在でもある制限のもとで転

学部が可能である乙とも考えもそと＇！でやる必要

は在かる句。

理学部一本として教養課程をすとさせるととを認め

たとすると，次に可能念察は，学部進掌段階での分

-8-
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属試験の復活である．忍は，乙の案に必ずしも反対

では念い。現在の物理科学の発展を考えれば，教養

課程での勉学のウエイトは， 可E宣旬.いものと念

らざるを得念いからであり，学部での物理専攻の準

備が出来て加るかど号かは，軍めて重要だからであ

る。ととろで， ζ の点で何故過度の集中がいけ念い

のか，自明のよ今であるが繰毒してお、〈と，私にと

って，それは，専ら教育の問題に帰せられるよ弓陀

恩われる。勿亀罰j次的には，物理専攻者の社会的

需要とか，舵臓の問題とか， J}Hl'C論ぜられる問題も

あるが，教官の員数が限られてt.~ t.l，文，教育鐙備

の制限t)！~る以上，やむを得念いである九しかし

念がら，私は分属試験の復活動Eはセンチメントとし

て貸成出来念柄。何故念仏，現在の受験体制q'.下で，

中学・高伎をすどして来た学生K，叉しでも試験の

ための勉強といった，学問 q'.・~町方からいって，本

末転倒の風潮を助長するととはや旬きれ念lハ気持で

ある．

そ乙で私の提案は，教養課程で，物理専攻希望者

に必修課目を自受ける乙とである。これは，学聞のあ

り方からいって合理的である。基礎的理解念しに，

.l:旬進んだ学聞の学習はありえ念凶し，又学生自身

にとって納得できる話である句。乙れだけでも深い

考えも左〈，叉充分念準備も念しに，単念る興味本位

で物理を専攻しょ今とする学生同．反省の機会を与長

弓るだろ吟し，又必修餌；自の学習を通じて，自分の

本質的興味が，果して物理小分野にあるのか，又適

性があるのかを，自ら知るーととが出来るである句。

乙れは，改革前にも試み~·れていた立とであるが，

乙の際，必修銀Bの選定は，思い切勺て最小限にと

どめるべきである句。乙のととは，現在行われてい

る線演・課研での人員の調整の際陀行われている教

官と学生とのみれ句少し且つ，長I.Agし合いとい

句主旬押問答や，甚しい場合には拍ぜんとい司た，

全〈不毛の行事をctけるζとfll出来るであろ均し，

叉，出来念〈ても，程調書するであろ句。

第ーの問題を終るにあたり，教官(Tl員数の問題は深

刻で，特に若い教官Kとうて，圏外・肉の留学・出

強は，彼袋小学者としての成長にとって，本質的在

役割を果たすにも拘匹、ず，教育のデューティのため

響めて小散の人にしか機会が与えられ念いζ とを，

教室としては，真剣に検討し念ければ左らず，学生

陀対しても理解を求める必要があるととは指矯して

お、ζ 句。凶わずもが左のと止かもしれf.thが，一方

一部れ教官杭教育q'.デューテイのもとに教育にま

いほっし，研究から逓送している傾向があるととに

注意してお、乙九

次に第二のき主科内容につhてふれよ句。物理の現状

からいって，教委課程は一年半にと ＇：If>，二回生後

期Ib専問過程とする乙止を提案したい。又，従来

の伝統的念物理の内容で，古手の教官にと勺て郷愁

を感ずる部会も，との民息tハ切勺てきり主Fとし，

四回生段階で，物理の第一線の近〈古でもって来る

ペきである令。とれば，賢明f.t先人によって，その

時の物理学の発展段階に応じて，恐ら〈過去に台い

て何度も行われたととに遣い念いと恩われるが，現

在も叉，恩い切った教科内容の整理が行われるべき

時である句。又，修士1年次を含めて考える考え方

も.e,IJ＇現 l'C物理第二専攻では，修士 1年を

宮ent>ral Educ at ionと称し，研究グループ

にわけず教育する方針がとられているが，私として

は，個人的には乙れに反対で，修士課程の震初から

研究にタヲチしつ弘教育が行わるべきと考えている。

何といっても，現行の制度では，研究のスタートが

年令的κい勺て還すぎるよ司に感じるからである。

乙れの実現には，教養部教官との充分左話し合いが

必夢左のはい奇までも左〈，それ念しに物理教育の

改革は誇れf.tIr>である句。

大宮事長〈念って来たので，終”に隷慣についてひと

乙と述ぺτ書きを終旬たい。課演の遜旨は， Z荷量産が介
属制をお、かず，叉，必修課Bもない以上，不特定多

数の聖書講を予期せざるを得ず，ある穆摩マスプロ化

はやむを得念hので， ζ れを織令也のとして，少数

の学さをのグループと教官止のふれあいの場として活

用ぎれてきて，大いに意義があ勺たと評価できる杭

物理雪辱験の教育とい句面からみると，半年毎の 2つ

-4-
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の諜演では，物理研究者としての実験技術の綾小限

の経験をみたすζ とは出来ないと恩われる。課演の

よい面は諜研でも行えるので，四回生段繕で行令 ζ

止とし，例えば，パークレー物理学コース実験物理

穆度の内容は， 8回生段階でマスター出来るよ弓に

したhと思句。実際，もとのA1, A Sではこの点
にと』るみられているが，特定の教官の献身的左努

力に負巧ととるが多〈，ど号しでも無理があるよ巧

に思われる＠乙 t打点(ICつhては未定考えがまとまっ

て念らず，問題点の指摘にと Yめて公〈。

生物系カリキユラム幸鯨

植物生態研究指設辻 英夫

理学部生物系カ •） キュラム陀ついてとい弓ど注文

を編集者のかたからな受けしたが， カリキュラム立

案左ど経験乏ししその方面Q)視野も事官ろ念わた

〈しには， "iった〈荷，；：重加。たぶA，わた〈しの

書〈ととは，か念旬め見当ちがいだ勺たり，あるい

は木を見て林を見ず的念結果にもを旬かね念h乙と

を覚悟し友がら，ベンをとる次第。

現行のカリキュラムができたのは8年ぐらい前と

思われるが，その特徴は（1岸部教育での学科制の

廃止，また，講座と講義の 1対 1の対応、が左〈なっ

たとと，（2)乙れとも関連して授業の形式内容の多

機化，（8凶、須の軍E止， (1)，閣の結果として選択の自

由彦の主主大，つを句各自の志向に応じて好みのメエ

ュ→乍句ができるよ号に念った乙と，（4)(1), (2）の副産物

として，生物系教室の筆触交流が促進された乙と，で

は加も旬、これらは，改訂前の情況と比べて，やはり

よき側面として評価されるものとJ恩われる。

しかし，伸面，改訂当初からか2かえてhた難点も

あ勺たわけで，（Al上記(1)のよ内に主主科制が廃止され．

乙のカリキュラムでは，段階的専門化 f後述｝と凶

行乙とが基調と念っていたので， と〈に 2田空会では

大人数教育ふ『 {Tl科Bが~＜司結果的tcばSB生で

の基礎的左実習が少〈念旬がちであった。ぜいた〈

念入念ら生物系ミニ砂、漢とグチるかもしれ念い。

（凶上記（1)，伽結果， 1つの科目を異った講座・宅

科(IC局する多数の教官で分担する乙とが多〈念った。

理想的にオルガナイズされれば，それぞれの分担が

有機的に結びういた訟もしるい企画Vてなるのだろ司

が，それはほんと句はか念旬むつかしいととのよ司

である。現実κは，こ司 tハ今科目はオムニパスに念
旬がちである。

も弓ひとつの問題は，改訂時(IC，現行カリキzラ

ムの前提条件と念..，ていたととが，年月がたつと人

｛学生はもちろんのζ と教官も）が代るので，忘れ

られる傾向にあh 乙れに対しカリキュラムの’形・

のほ勺は忠実に存続しているー ζ とから生じたヒ

ズミである。改訂時κは，基本的で体系的左内容の
講義が思い切勺て波hされた。それ陀代って，魅惑

的左話題，あるい位と〈に興味のある章をと旬あげ

て話を展開してゆ〈とい句タイプの授業が工夫され

た。たぷA乙れほ，ふつ弓の教科書に書いてある基

本的左ζ との勉強は各自でやって公〈とい今乙とが

前提(IC念っていたのだろ号。学校の授業は，との比

較的退屈左（？勉強を刺激する役割を持たされていた

と恩われる。しかし， もし前提条件が忘れられると．

学校での授業は左Aと左〈スルスルッと匂わすべり

的左ものと念る可能性をも勺ている。また，改訂時

には，段階的専門化P性急左専門化は避けよ巧】と

い句ととが基調とされてhた。しかし，ことでもこ

の基調が理解され左ければ，選択自由度の拡大は

’早熟型’促進の条件陀も軽化し句るととと走る。

も『ひとつ百11の問題として，生物系教育陀ついて，

教養習との接点が必要念のでは念かろ巧かーとい

司乙とがある。乙れは決して早期専門教育とい『乙

とを意図するものでは左い。たとえば，凶を 2000

番台の生物学通静止.V>勺た科目は名実ともに2回生

向けにあ勺てよv,/l'l7'1才乏かろ巧iJ•o しかし，乙れ

らの問題は性急に理学部サイドで考えるとh 司ので

は左し教養部の教宮とのじっ〈旬主した意見の交

流を通じてとい弓ことが前提と息われる。

-fi.-
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I～2年前から，上記のhろいろ念問題点を解決

する努力がすでに行われている。やは旬基本的念講

義はも『す乙し婚やそ何とか，大人設でも S回生に

基健的左実習をあえて行吟努力をしI司とかである。

普の形態にもどるとい内わけでは左いだろ『が，乙

吟い丹乙とも，たぶん弁証法的VC（？廃慶してゆ〈の

だろ令か。乙巧い句作業は，鑑＇＜条件とい『ものを

相手にした手を休める乙とのでき念tハ実験の連続の

よ吟陀思われる。

グレンダラフのこと

数学教室山口昌吉量

グレンダラフとはアイルラント需で「 2つの湖を

‘つ谷Jとい弓意味である。ダプリンから湾ヘバス

で2時間半程，ウイックロウの海岸から奥に入った

とζるにーかたま”の山地とそれにか乙まれた2つ

の湖が静かに£乙たわゥている。 ζ 乙で私は「大学」

とい巧ものの起源を見たと．患司のでそのととを書い

てお、きたい。

7イルランド悔は， 5世紀tc, ローマからセント

パトリッタにようてカト IJ7クの教義がもたらされ

た．それからほ宝－t佐紀後， セントクピンとのちに

呼ばれた，一人のカトリッタの修道僧がとの人皇は

念れた谷vc入った。乙れよ旬先，後はダプリンの近

〈のキルナマナックとんガラ谷の修業地で勉強をし

てν、たのだが， Jこ句大き念疎独をもとめでとの美し

〈淋しい谷に入勺たといわれている。

二つの湖館高い位置にあるものを7ヲバーレーク，

低い方にあるものをロウワーνークとIばれている

が，二つの湖のつ左が”はずζ しせを〈在った谷で

小さい木が生加茂勺ている。乙の7ッパーνータの

ほと旬陀セントケピンがその後数年を膜想陀過どし

た小宮念岩の穴k岩のペヲトが今も残「てhる．そ

のあと，菅わ同門の友人遣に見つけられ，すすめら

れてグレングラフの陶すとしへだた司た所陀~«農の

地を定めた．しかし結局一人で修行したあの谷が忘

れられず，再びこのグレンダラフの地に居を定めた。

しかし，このたびは彼の学織と人絡の高潔ぎにひか

れた人身がつぎつ自「とや勺て来た。石づ〈りの小さ

念小屋をセントクピンのすまいのまわ句に建て，日

日後のbしえを巧けよ丹としたわけである。とれら

の修業者はアイルランド各地からは勿鎗，ー逮〈イギ

リスや大陸からもわたって来た。その重量はふ〈れあ

がり千名を乙した乙ともある。教会は小さすき・て，

何回と左〈建てかえられ，場所を司つされた．結局

ロウワーレークの南の畔vc,"' ＜つかの教会とた〈

さんの小屋と一つの塔がたてられ，一つの村のよ丹

念，学伎のよ丹念もの，モナスト 0ーとい今ぜのを

形atしていった。一人か二人の修道僧の住む小屋は

直径10フィートほどの石づ〈”で，はだかの土民

窓はほとんど左〈小さ念ドアと机とい吟よ丹念質素

左もので，彼等はとこで学習と生命を維持するため

の労働に従事した。羊を飼い独特のウールの織物も

考案された。との地はその後六百年も7イルランド

のカトリ vク修行の中心と念旬，このモナストリー

の様式はイギリスとフランス，イタリーの各地でを

ねられ，それぞれの地の毛ナストリーの毛デル陀念

司た。一つの特徴は高いラウンドタワーとよばれる

容で，乙れはたびたび侵入して， ζの修業地を焼き

ほろぼしたグァイキングκそなえる見獲”の塔でも
あh 侵入陀際しでは，その塔に透げζんで何人か

が震をきけ，後翁の敵が去ゥて行〈までとどま勺て

モナストリーを再建するためのものである。いづれ

κしでも，一つの塔l--"'＜つかの乙わされた教会と

小屋の一群それκ公びただしい墓の群れ， f合そら
〈グァイキングに主、そわれた殉教者のものも多いで

ある号】がこの静1J・念山と湖2つのふととるに署長勺

て加るのは人の心を打つ。

大学の起源についての色Aの説について私信金〈

の無知である。しかし志陀は， ζれよ丹念モナZ ト

リーが一つの起源であったと恩いたい．そ内考える

と，イギリスのオックスフ :tードとかケンプ I）ヲヂ

舗の全寮制のヵνヲヂの意味とか， ソルボンヌから

はじ－！ .., ,'tパリ大学の歴史も考えやすい。セントク

一日一



理学部評論. N.,. 5 

ピンのモナストリーは後の穏健から始ゥた。号事後と

は，体制K入らない乙とであるa とのことを私は「

非体制の精神」とい勺て来ている。勿蛤現在の大笥

特に国立大学はまさに体制そ11',ものに組みいれられ

ている。といって，このような非体制の精神を

失ってしまって主いのである弓か？ 大学をめぐ

る議鈴が肉からも外からもた〈さんある。しかし ζ

のよ丹念見解からの発言が左い。ぞれはたプピちに自

己鐘着にならlハるからでもあるけれども，あえて云

丹念らば，このよ丹念事棄をーかけ九も持たないよ

丹念大学をつ〈司て見たへそれを「大学」と名づ

ける乙とができるのだろ令 tJ・？ しかし現実に働い

ている力は，外からも内からもまきにその方向につ

'1 l'J略者的性絡を完全に排除する方向にむか勺てい

ると私には考えられる。

ζのよ丹念方向をとめて本来の大学にする乙とは

困難ではある。念そム〈，議鎗では念いだろ句。組

織がえでも左いし，キャンペーィンでも左tハ。そえ

念もので信念〈， もっと気負わ念h，静か念，雰囲

気陀関係したものである。

っさ師会〈平凡念ζ と念がら， 「いい講養J，「

ν、ぃ研究」がひ q そhと，い〈つもい〈つも存在し

つづけるζ としか左いのでは念いか。

-7-
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編 集後記

本号では，理学部教育の問題を中心に特集いたし

さした。御多忙にも拘ムず，原稿を念、ひき『け下さ

った各位陀御礼申しあげをす．

数年前の激動員声に， ν、るいると提起され，論書さ

れたζ と左どにつhて，その後の経過もふまえ念が

ら，今の時点にないて，冷静に検討を加えてみるこ

とは，極めて大切1iことだと考えます。理学部教育

の問題もその一つであ旬，理学郎運営体制と権威員

各層わか』わ旬方や，人事方式の問題もその他い〈

っか問題があ旬ました0 1え，全学的Kは，教養部

改善問題や，大学院制度，総長選挙備の問題や，ひ

いては「大学の在町方」をめぐる問題など，引続き，

全学的念合意を求め，改善の努力を重ねるべき課題

があ旬ます。

とれらの問題も含め，さまざま左テーマについて，

多〈の方々からの御意見や投稿を歓迎いたしをす。

尚本誌の刊行への援助の意味でカンパを念願いい

えします。

． 
， 

-8-
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